
2022年度・令和4年度　学校評価　　学校法人白頭学院　建国小学校

　Ａ＋ 　大いに達成　　（９０％以上）
Ａ 　ほぼ達成　　　（８０％以上）
Ｂ 　概ね達成　　　（７０％以上）
Ｃ 　変化が見られる（４０％以上）

 　A　　民族教育　　在日韓国人としての自覚と矜持を涵養する。 Ｄ 　不十分　　　　（４０％未満）
 　B　　学習　　　　国際社会に主体的に適応できる能力を育てる。
 　C　　人権教育　　自主的な生活実践を通して社会に奉仕する人間を育成する。 達成度は，児童アンケートで、「A：よく当てはまる」「B：やや当てはまる」の数値（％）の合計で表す。
 　D　　学校生活　  個性を伸長し、創造性を育てる。

重点目標 評価指標 達成状況 達成度 今後の改善方策

A ⑧ 韓国語学習の理解度 　⑧ 87％

・韓国語を学び、楽しく使う場面を継続していく。

　⑳ 98％ ・単語試験について内容や方法について再考する。

⑳ 民族教育を通した人格形成
・ルーツを持たない児童への韓国語学習や民族教育のサポート体制を継
続する。

B ② 授業の理解度 　② 85％

③ 教員の授業力 　③ 96％

・学習の基盤となる日本語の基礎学習を継続していく。

⑦ 課題への取り組み 　⑦ 89％ ・教員相互の授業見学や授業力の向上の研修を継続していく。

④ 発表力の向上 　④ 73％ ・日常で児童が自ら伝達、発信する機会や場面を増やしていく。

⑤ 体験・探求授業 　⑤ 85％ ・「情報」の教科を新設し、主体的なICT活用を促進していく。

⑥ ICT教育･デジタル機器の活用 　⑥ 94％ ・一人1台学習端末を整備する。

・学習内容はレベルアップしており、全般的な方策は継続していく。

・家庭と協力しhomeworkやアプリ学習への個別支援を継続する。

・個人の英語力の向上を肯定的に捉えることができる方策を研究する。

・日常的に楽しく英語を使い発表する形態を研究していく。

C ⑩ いのちの大切さ・人権の学び 　⑩ 96％

⑬ 行事や活動への取り組み 　⑬ 94％

⑮ きまり･ルールの遵守 　⑮ 92％ ・いのちの授業、思春期学習は継続実施していく。

⑱ 教員の対応力 　⑱ 92％

D ① 学校生活の楽しさ 　① 88％

⑫ 学校行事の充実度 　⑫ 91％

⑰ 自己肯定感、帰属意識 　⑰ 90％

⑲ 友だち関係、相互理解 　⑲ 92％

⑪ 防災学習･安全安心な学校 　⑪ 91％

⑭ 学習環境の美化 　⑭ 89％

⑯ 公共性・ものを大切に扱う心 　⑯ 94％・道徳授業、振り返りシートでの啓蒙 ・公共性や道徳性を考え行動できている。
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・トラブル未然に向けた教員間の意見交換や連携の強化 ・教員との関係、帰属意識も9割以上と高評価だった。

・学校生活再開への柔軟なサポート ・学校生活や行事の再開に向けては、サポートが必要
な児童に対しては個別対応ができていたと捉えてい
る。

Ａ＋

・今後も学校行事や委員会活動が個々の自主性や情操教育に繋がるよう
計画、実行していく。・学校行事における委員会活動の活発化

・系統的な防災学習、安全教育ができている。

・清掃活動、委員会による定期的な清掃美化 ・学習環境の美化、清掃活動はほぼ達成できている。

・肯定的な結果も真摯に受け止め、より一層教育活動を充実し、全教員
で改善できることを実践していく・SNSノートを活用した情報モラル学習の実施（年6回） ・児童の9割以上が友だち関係を肯定的に捉えている。

・SNSトラブルや情報モラルについて、児童自らが判断し行動できるよう
な学習形態を研究していく。・防災、安全教育の年間計画での実施

・学年別にいのち・性・思春期学習と人権福祉学習を実施

Ａ＋

・福祉授業は、より子ども達が自主的で発展的な活動が行えるよう、教
員の研究や研修への参加を推進していく。自
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・行事参加への個人の目標と役割の設定

・いじめアンケートの年2回実施、通学ルールの学習 ・児童の9割以上がきまりやルールを遵守できている。

・教員間の共通認識と理解、連携強化 ・困りごとに対する教員の対応力も、9割以上が肯定的
な評価だった。

・今後も子どもが困りごとを相談しやすい校内環境づくりに努める。教
員による積極的な声かけや見守りを継続し、問題を早期発見し、チーム
で解決する体制を継続していく。

・対面での特別授業で児童の学習評価も高かった。

・個々の動機や取り組みを児童も肯定的に捉えている。
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・日本語の基礎調査、分析、補習の実施（連携機関と協力）

・授業改善に向けた研究授業、教員研修の実施（年10回） ・個別の学習支援や日本語の個別学習を含め、学習課
題への取り組みが9割以上と高評価だった。・副教材や問題集の系統化と課題の研究（継続）

・ペア学習、協働学習での伝達、発表力の実践研究 ・昨年度より5％改善し、概ね達成はしている。

・協働学習、体験授業の計画実施
・交流体験型学習が復活し昨年度より高評価となっ
た。

・課題に応じたデジタル教科書やタブレット、アプリの活用

⑨ 英語学習の理解度

・英語科カリキュラムの編成、レベルアップ ・他の項目と比べると低く、概ねの達成であった。

・英語単語アプリを3年生から導入 ・英語科の到達目標引き上げや3年生の単語学習強化に
よる児童の負担感が反映されたと考えられる。・英検、英検Jr受験学年の引き下げと受験級数の拡大

・個別支援学習の継続 ・9割近くの児童が授業は分かりやすいと感じ、宿題な
どの家庭学習も身についている。

Ａ

・学力定着・向上については、学習支援員による個別学習や授業への入
り込み補助教員を継続していく。

・ICT、タブレット学習の活用はほぼ達成している。

　⑨ 75％

・校内Recitation大会の実施

・韓国と同じICT教材による韓国語学習（継続） ・9割以上が韓国語の学習向上を評価している。

Ａ＋

・全般的な方案は継続していく。学年が上がっても、興味、関心、意欲
を持って韓国語学習に取り組めるよう、更なる授業研究を図る。在

日
韓
国
人
と

し
て
の
自
覚
と

矜
持
を
涵
養
す

る
。

・韓国語の単語学習アプリや学習プログラム ・単語学習アプリでの自主的な学習が定着してきた。

・単語副教材の開発 ・韓国語や韓国の文化を学ぶことを9割以上が肯定的に
捉えている。・韓国の学校とのオンライン授業交流

・特色ある学校行事 ・民族的素養を育む教育活動が十分に展開できた。

目指すべき学校像
国際社会に生きる人材育成を最高の目標とし、人格の完成、豊かな情操を育み、
探求心旺盛な自主的・自律的な精神に満ちた心身共に健全な人間育成に期する。
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具体的な取り組み 自己診断


